
　働きながら生き生きと輝く女性たちを応援する丸の内キャリア塾。毎年3月1～
8日の「女性の健康週間」では女性の生涯の健康をサポートする取り組みを行って
います。3月1日にオンライン開催された丸の内キャリア塾スペシャルセミナー「あ
なたのリプロダクティブヘルス＆ライツを考えよう！」（主催：日本経済新聞社 メ
ディアビジネス イベント・企画ユニット 共催：日本産科婦人科学会、日本産婦人
科医会）では、性や生殖、特有の不調や疾患など、女性の体・心・性について多く
の方が学びました。

企画・制作＝日本経済新聞社Ｎブランドスタジオ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
）
と
は
、
日
本
語
で
「
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
」
。

性
や
生
殖
に
関
わ
る
す
べ
て
に
お

い
て
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
す
べ
て
の
人
が
性
や
生
殖

に
関
し
て
自
己
決
定
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
や

手
段
を
得
る
権
利
を
意
味
し
ま

す
。
い
か
な
る
と
き
も
個
人
が
主

体
で
あ
り
、
社
会
は
支
援
す
る
立

場
で
あ
る
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
日
本
で
は
、
７
回
の
妊

娠
に
１
回
の
人
工
妊
娠
中
絶
、
女

性
の
５
人
に
１
人
が
受
け
て
い
る

Ｄ
Ｖ
、
70
％
以
上
が
男
性
主
体
の

避
妊
、
女
性
の
15
人
に
１
人
が
性

暴
力
を
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
の
罹

患
（
り
か
ん
）
率
が
増
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
は
世
界
最
低
レ
ベ

ル
で
す
。

さ
ら
に
将
来
の
妊
娠
を
考
え

て
、
女
性
や
カ
ッ
プ
ル
が
生
活
習

慣
や
健
康
状
態
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を

す
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
認
知
度
も
ま
だ
ま
だ
低
い
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
の
が
包

括
的
性
教
育
で
す
。
幸
福
な
人
間

関
係
の
一
環
と
し
て
の
性
的
関
係

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
な
性

な
ど
を
幼
少
時
か
ら
人
権
教
育
と

し
て
幅
広
く
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と

が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で
は
我

が
国
の
成
熟
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
実

現
に
向
け
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
普
及
推

進
宣
言
を
出
し
ま
し
た
。
産
婦
人

科
専
門
医
の
必
修
知
識
に
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ
を
組
み
込
み
、
専
門
医
が
し
っ

か
り
と
勉
強
す
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
は
基

本
的
人
権
の
一
つ
と
考
え
、
今
後

も
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
普
及
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

包括的性教育で　
ＳＲＨＲの課題を解決

　
月
経
関
連
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
月

経
期
間
中
に
現
れ
る
不
快
な
症
状

の
み
な
ら
ず
、
月
経
開
始
前
に
現

れ
る
様
々
な
心
身
の
不
調
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
月
経
周
期
と
関
連
な

く
、
鉄
欠
乏
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

急
激
な
分
泌
低
下
に
伴
う
更
年
期

症
状
と
い
っ
た
、
慢
性
的
、
突
発

的
に
現
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
月
経
に
関
連
し
た
症
状
が
仕
事

に
影
響
す
る
女
性
は
76
・
９
％
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
働
く
女
性

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

経
済
損
失
は
年
間
数
千
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

月
経
関
連
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く

は
、
産
婦
人
科
で
の
管
理
・
治
療

が
可
能
で
す
が
、
受
診
し
た
こ
と

が
な
い
女
性
も
少
な
く
な
く
、
月

経
痛
は
我
慢
す
る
も
の
、
な
ど
と

認
識
し
て
い
る
親
世
代
の
影
響

で
、
受
診
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い

る
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

っ
て
現
代
女
性
の
月
経
回
数
が
大

幅
に
増
加
し
、
月
経
が
あ
る
年
代

の
就
労
女
性
の
割
合
も
増
加
し
て

い
る
現
在
、
社
会
全
体
で
支
援
す

る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
解
決
、

推
進
に
は
、
女
性
自
身
の
知
識
の

向
上
と
女
性
を
取
り
巻
く
周
囲
の

意
識
や
理
解
の
向
上
、
職
場
全
体

が
女
性
の
健
康
問
題
を
含
め
た
多

様
性
を
受
け
入
れ
る
風
土
の
醸
成

が
必
要
で
す
。
共
感
、
応
援
、
助

け
合
い
、
話
し
合
い
の
あ
る
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
女

性
だ
け
で
な
く
多
様
な
人
材
の
育

成
に
貢
献
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
女

性
特
有
の
健
康
課
題
に
対
応
し
た

職
場
の
制
度
や
環
境
の
整
備
、
月

経
関
連
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
問
診
を
健
康
診
断
に
盛

り
込
み
、
治
療
の
た
め
の
休
暇
制

度
、
勤
務
形
態
の
柔
軟
性
、
治
療

薬
の
経
済
的
な
支
援
を
含
め
た
職

場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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私らしく輝くために
知りたいＳＲＨＲのこと
私らしく輝くために
知りたいＳＲＨＲのこと

２０２３年 女性の健康週間 丸の内キャリア塾 スペシャルセミナー

あなたのリプロダクティブヘルス＆ライツを考えよう！
～自分らしく生きる。体・心・性～

オンライン
開催

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
、
世
界
１
１
６
位
と
非
常

に
低
く
、
研
究
分
野
に
お
け
る
女

性
割
合
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
最

下
位
で
す
。
女
性
研
究
者
の
参
画

は
多
様
性
確
保
に
重
要
で
す
。
多

様
な
経
験
と
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
存
在
す
る
こ
と
で
問
題
の
発
見

や
解
決
に
対
す
る
創
造
性
が
高
ま

り
科
学
技
術
の
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
科
学
技
術
の
発
展
に

は
、
数
だ
け
で
は
な
く
、
知
の
修

正
も
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
医

学
・
生
物
分
野
で
は
、
女
性
は
妊

娠
・
出
産
の
可
能
性
や
性
周
期
が

あ
る
た
め
、
薬
の
被
験
者
は
男
性

に
偏
り
、
動
物
実
験
も
オ
ス
が
多

く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
女
性
側
の
デ
ー
タ
が
少
な
く

な
り
、
薬
の
代
謝
、
効
能
、
副
作

用
は
男
女
で
異
な
る
場
合
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
同
じ
処
方
な
の

で
、
女
性
へ
の
健
康
被
害
リ
ス
ク

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
、
研
究
や
開
発
デ
ザ
イ
ン

に
性
差
分
析
を
組
み
入
れ
る
こ
と

で
知
の
修
正
を
促
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す
新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

痛
み
の
分
野
で
は
、
性
差
分
析
に

よ
り
痛
み
を
生
む
経
路
に
性
差
が

あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
女
性
の
専
門
外
来
診

療
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
女
性
特
有
の
症
状
を

診
断
す
る
ア
プ
リ
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
差
を
調
べ
、

差
が
あ
る
場
合
に
は
補
う
と
い
う

エ
ク
イ
テ
ィ
（
公
正
）
の
視
点
が

入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
性
差
に

対
応
し
た
科
学
技
術
が
社
会
に
浸

透
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
々
の

生
活
の
質
の
向
上
や
包
摂
的
で
公

正
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ

と
が
大
き
く
期
待
で
き
ま
す
。

性差研究がもたらす
多様性を包摂する社会の実現
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セッション２ 月経

働
く
女
性
の
月
経
ト
ラ
ブ
ル

職
場
の
支
援
の
必
要
性

　
女
性
の
体
は
、
女
性
ら
し
さ
や

骨
、
血
管
を
守
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

と
妊
娠
に
必
要
な
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
の
２
つ
の
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

閉
経
後
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少

に
よ
り
、
自
律
神
経
が
乱
れ
る
こ

と
で
様
々
な
症
状
が
現
れ
る
の
が

更
年
期
障
害
。
対
策
に
は
、
Ｈ
Ｒ

Ｔ
（
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
）
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
構
造
が
似
て
い
る

エ
ク
オ
ー
ル
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂

取
、
漢
方
薬
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
更
年
期
の
時
期

や
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
る
の

で
、
自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

沿
っ
た
健
康
管
理
が
必
要
で
す
。

　
月
経
が
ま
だ
順
調
な
人
は
基
礎

体
温
の
記
録
や
血
液
検
査
で
卵
巣

機
能
の
状
態
を
確
認
し
、
閉
経
年

齢
の
目
安
を
知
る
こ
と
。
骨
密
度

検
査
を
受
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。　

　
生
活
の
支
障
に
な
る
ほ
ど
の
症

状
は
な
い
が
更
年
期
世
代
の
人

は
、
エ
ク
オ
ー
ル
を
作
る
力
を
高

め
る
腸
活
、
更
年
期
症
状
の
緩
和

に
役
立
つ
ヨ
ガ
や
ア
ロ
マ
な
ど
、

自
律
神
経
を
整
え
る
活
動
を
始
め

た
り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
運
動
で

骨
量
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
更
年
期
症
状
が
つ
ら
い
人
は
、

婦
人
科
を
受
診
し
Ｈ
Ｒ
Ｔ
を
。
漢

方
療
法
、
エ
ク
オ
ー
ル
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
併
用
も
Ｏ
Ｋ
。
メ
ン
タ
ル

症
状
に
は
抗
う
つ
剤
、
安
定
剤
、

眠
剤
の
併
用
も
有
効
で
す
。

　

更
年
期
世
代
を
卒
業
し
た
人

は
、
動
脈
硬
化
な
ど
血
管
系
の
検

査
、
70
代
以
降
は
脳
ド
ッ
ク
も
加

え
、
骨
密
度
検
査
、
骨
代
謝
検
査

な
ど
骨
ケ
ア
の
よ
り
積
極
的
な
対

策
が
大
切
。
主
体
的
に
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
と
折
れ
な
い
骨
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
快
適
な
毎
日
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
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セッション４ 更年期

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た

閉
経
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法

　
子
宮
内
膜
症
は
、
子
宮
内
膜
細

胞
が
子
宮
以
外
の
他
の
臓
器
に
増

殖
す
る
疾
患
で
す
。
子
宮
内
膜
細

胞
は
月
経
周
期
で
再
生
と
破
壊
を

繰
り
返
し
、
死
亡
し
た
細
胞
が
月

経
血
と
し
て
子
宮
外
に
排
せ
つ
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
臓
器
に

で
き
た
細
胞
は
排
せ
つ
の
ル
ー
ト

が
な
い
の
で
、
血
液
の
塊
と
な
っ

て
蓄
積
さ
れ
る
の
で
す
。
罹
患
率

は
若
年
女
性
の
10
人
に
１
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
初
婚
年
齢
や
初

産
年
齢
の
上
昇
に
よ
る
排
卵
・
月

経
の
持
続
期
間
の
延
長
で
子
宮
内

膜
症
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
問
題

は
痛
み
、
不
妊
、
が
ん
化
で
す
。

子
宮
内
膜
症
に
は
、
様
々
な
治
療

法
が
あ
り
、
痛
み
に
関
し
て
は
、

ピ
ル
や
ホ
ル
モ
ン
剤
が
有
効
で
す

が
妊
娠
を
望
む
場
合
は
使
え
ま
せ

ん
。
　

排
卵
が
持
続
す
る
こ
と
で
子
宮

内
膜
症
が
発
症
し
不
妊
に
な
る
。

手
術
を
優
先
し
た
場
合
、
不
妊
治

療
が
滞
り
ま
す
。
一
方
、
不
妊
治

療
を
優
先
し
た
場
合
に
は
、
子
宮

内
膜
症
の
治
療
が
滞
る
の
で
月
経

痛
が
耐
え
難
い
と
い
う
悪
循
環
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま

で
は
手
術
と
不
妊
治
療
は
対
立
軸

で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
内
視
鏡
手
術
と
体
外

受
精
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
大
幅

な
妊
娠
率
の
向
上
に
成
功
し
ま
し

た
。
先
に
体
外
受
精
を
し
て
受
精

卵
を
凍
結
し
、
手
術
後
に
移
植
す

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
す
。

　
妊
娠
す
る
と
排
卵
が
止
ま
り
、

子
宮
内
膜
症
予
防
に
な
り
、
再
発

予
防
に
つ
な
が
る
。
悪
循
環
の
ど

こ
か
の
１
つ
の
鎖
の
輪
を
断
て

ば
、
好
循
環
に
変
え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
子
宮
内
膜
症
は
卵
巣
を

摘
出
し
な
い
限
り
、
一
生
付
き
ま

と
う
病
気
で
す
。
薬
物
療
法
や
外

科
治
療
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

メディカルパーク湘南 院長
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セッション３ 子宮内膜症・不妊症

子
宮
内
膜
症
と
不
妊
症
の

悪
循
環
を
好
循
環
に


